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■事務局からのお知らせ

◎いきなり梅雨があけてしまいましたね。そして早くも各地で35度以上の真夏日が続出です。

当会は７月８月に6回の例会があります。皆で熱中症に気を付けながら歩きましょう。リー

ダーさんだけの責任ではありません。お互いに声をかけながら楽しく安全に歩きたいもので

す。毎年注意喚起をしていますので皆様方は十分お分かりかと思いますが、改めていくつか

の注意点を書いておきます

１．脱水状態が一番こわいので、まず歩く前に水を飲む。ウオーキング中は最低20分に１回

は水分を補給

する。汗で体内の水分が不足すると体温調整能力が著しく低下するからで

す。

２．汗ばむ程度はOKですが、歩く速度を上げて汗びっしょりになるのは危険です。夏はいつ

もよりゆっくりと歩くウオーキングを心がけてください。

３．可能なら首筋を常に冷やしておきたいです。冷感タオルなど売っていますので買ってお

くとよいですね。又は皆様のご家庭の冷凍庫に多分ある「小さな保冷剤」をご持参くだ

さい。タオルに包んで首に巻き付けて歩けば体温上昇を防げる効果が期待できます。

４．各自の「熱中症対策」がおありでしょうから、お互いの工夫や知恵を交換しあいながら

歩いて下さい。有効な対策が会員全員の共通常識として拡がっていくと有難いです。

◎新会員：小平光彦・和子ご夫妻(北杜市)

◎退会者：吉田三男さん(甲斐市)、戸島広巳さん(中央市)

------------------------------------------------------------------------------------

【2022年 7月の行事詳細】

■7月6日(水) 月例会 韮崎市民交流センター(ニコリ) 2階第9会議室 10：00

■7月 13日(水) 穴山の里・ハスの花ウォーク

穴山の里は、西と東側を流れる釜無川と塩川によって浸食されて形成された七里岩台地の南

端辺りに広がっています。近くには、甲州街道と佐久甲州街道の二つの街道が通っています。

新府城跡が二つの街道に挟まれように静かに佇んでいます。戦国の武将・武田勝頼公が、築

城した新府城跡が国の史跡に指定されています。近くの能見城跡は、支城として築城された

と言われています。又、穴山一族につながる城とも言われています。いまは、埋もれるよう
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に佇んでいます。春になると桃の花が一面ピンク色に染まります。まさに桃源郷になります。

コースにおいては、暑い日が予想されます。こまめに水分補給及び木陰での休憩時間をとり

ます。状況によっては、コースの短縮もあります。お互いに注意しながらのウォーキングに

なります。

・コース：穴山さくら公園・権藤はなよ碑(トイレ)→大賀ハス園→石水発祥の地→新府共選場

(トイレ)→新府城跡(昼食・トイレ)→穴山さくら公園(トイレ)

・距 離：約９KM

・集 合：穴山さくら公園(JR穴山駅駐車場となり) 9：30

上り 小淵沢駅8：48→穴山駅9：16

下り 塩山駅8：18→甲府駅8：38 甲府駅8：51→穴山駅9：12

   JR穴山駅駐車場に駐車できます。

・解 散：穴山さくら公園 14：00頃

・参加費：会員300円 一般500円

・持ち物：お弁当・飲み物・雨具・ウォーキングダイアリー（会員のみ）・マスク・保険証・そ

の他

・担当者：田中哲夫(090-4927-5044) 恵星富子

・その他：大賀ハス園、地元の韮崎市穴山町の医師・島津寿秀氏が千葉県から譲り受け、その

後地元の方々によって丹精込めて育てられて、今では５００株近くに成長している

そうです。関係者のご厚意で、公園の一部が開放されています。花言葉は「清らか

な心」

権藤はなよ(1899-1961) 唱歌「たなばたさま」作詞をてがけた童話詩人です。韮崎

市穴山町がふるさとです。穴山さくら公園に碑が建っています。

■7月15日(金) ぶらり中山道バスウォーク

５月に約半年ぶりに開催できました「中山道ウォーク」、今後は少しペースをアップします。

来年１月くらいには岐阜県に入りますので１泊２日のスケジュールになるでしょう。参加者

の激減が予想されます。先のことは未定ですが、妻籠宿～馬籠宿あたりまでは日帰りです。

せめてそのくらいまでは皆さま、お付き合いくださいネ。

・概要：今回の見どころは、木曽駒ケ岳の最高の景観と、往時の中山道がそのまま残っている
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心地よい草道です。

・距離：12キロ（寝覚の床～倉本～昼食うどん屋～JR須原駅前）

・昼食：今回も食堂を予約しました。お弁当持参の必要はありません。木曽路なのになぜか「さ

ぬきうどん屋」です。道中に食堂はそこしかありませんでしたのでご了承ください。メニュ

ーは「天ころ」に統一しました。、「天ころ」とは東海地方発祥の「ころ（香露）うどん」の

一種です。「天ころうどん」とも呼ばれます。冷やしたうどんに、冷えたダシの効いたつゆを

かけ、エビの天ぷらと薬味各種を加えたものです。エビが苦手なかたは「かき揚げ」に変え

ることも可能です。どちらも￥1.200です。うどんが苦手な方は今回も「おにぎり定食」に

しようかと思いましたが、おにぎり定食にはミニ温うどんがつくので、やめました。おにぎ

りだけ（￥300）とかきあげ（￥350）と漬物（￥500）の単品組み合わせで合計￥1.150では

如何でしょう。写真はありません。

「天ころうどん」以外希望の方のみ「かき揚げに変えてください」又は「単品組み合わせ希

望」と多賀宛にメールでお知らせください。

うどん処武しろ                 天ころうどん

・バスコース往路：穴山駅(7：50)⇒長坂ローソン(8：10)⇒小淵沢駅(8：30)⇒寝覚の床(ドラ

イブインねざめ亭)（11：00）

・バスコース復路：JR須原駅前⇒寝覚の床⇒穴山駅(19：30)

・申し込み時に乗車希望地を明記してください

・現地集合の方、寝覚の床に10：45集合(帰路バス寝覚の床まで￥1.000)

・参加費：会員300円 一般500円

・バス代金：会員5.500円 一般6.000円

・持ち物：軽食 飲み物、ダイアリー、雨具、保険証

・担当：多賀純夫(090-8857-2864) 風路和子(080-6715-3826)

・申込み：メール taga-ya@pairhat.jp  又はFAX0551-32-6877

   バス乗車地と携帯番号をおしらせください

■7月25日(月) 谷村路を往く(第１回)

甲州街道から大月宿で分岐し、富士山へと向かう道が富士道です。郡内地域（富士北麓・東

部地域で旧都留郡一帯を指す）の交通・物流の動脈として機能した道で郡内地域の政治・経

済・文化の中心であった谷村につながる道という意味で谷村路とも呼ばれます。山間で平地
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が少なく、気候も寒冷なため稲作にあまり適していない郡内地域では古くから養蚕や絹織物

生産が行われ、きめ細かく上質な郡内織として江戸や京都、大阪の町人たちに大人気となり

ました。谷村路はこの郡内織の流通ルートであり道沿いの村々で織られた郡内織がこの道を

使って大都市に出荷されました。江戸時代になると富士講が盛んになり、人々はこぞって富

士山の頂を目指しました、江戸の富士講の人々が歩いたのがこの道です。大月宿から富士吉

田市富士浅間神社までの延長約２５Kmを 3回に分けて歩きます。往復の交通にはJR中央線

と富士急行線を使います。第一回目は道沿いの往時の面影を残す石仏、石塔などを見ながら

主に国道139号線を谷村町まで歩きます。

・コース：JR大月駅(トイレ) → 大月追分 → 落合橋 → あやめ坂 → 生出(おいで)神社 →

富士急赤坂駅(昼食、トイレ) → 寺町通り → 円通院 → 都留市商家資料館 → 谷

村城址 → 富士急谷村町駅

・距 離：約１１Km

・集 合：JR大月駅 9時50分 (小淵沢発８：０１ 甲府乗換８：５４ 大月着９：４１)

・解 散：富士急谷村町駅 14時 40分頃 （谷村町発 14：55 大月着15：15 大月発下り

15：43を目標）

・参加費：会員300円 一般500円

・持ち物：弁当、飲み物、雨具、ダイアリー、保険証等

・担当者：大嶋俊壽(080-2044-4766)

■7月 28日(木) 納涼ウォーク～小淵沢グルメ通りと小深沢川遊歩道～

気まぐれランチ(内容は日替わりです)

久しぶりの納涼ウォークです。徒歩でしか通れない小路や、最近おいしいお店が増えてきて

いる「小淵沢グルメ通り」、緑あふれる小深沢川遊歩道などを歩いて、小淵沢のレストラン「か

っこう」さんへ。そこでおいしいランチと飲み物を頂いて、この夏の暑さを乗り切りたいと

思います。

ランチご希望の方は7月1日以降に予約をお願いします。（ランチは限定20食・おかずパン

なども販売しています）。ランチ不要の方は、申し込みは必要ありません。

・コース：小淵沢駅(トイレ) → ホテル・リゾナーレ八ヶ岳(トイレ) → グルメ通り → 小深

沢川遊歩道 → かっこう(昼食・トイレ) → 小淵沢駅(トイレ)

・距 離：約9km
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・集 合：小淵沢駅 10：20

    下り 甲府駅9：32 → 小淵沢駅10：13

・解 散：小淵沢駅 15：00頃

・参加費：会員300円 一般500円

・持ち物：飲み物・ランチを申し込まない方はお弁当・雨具・ウォーキングダイアリー（会員

のみ）・マスク・保険証

・担当者：風路(0551-36-3826) 市川富美子(0551-37-6440)

・ランチ（1100円）申し込みは風路または市川までお願いします。

------------------------------------------------------------------------------------

【2022年 8月の行事詳細】

■8月22日(月) 江戸巡礼古道ウオーク～秩父三十四札所巡り〜 第2回

7番：法長寺～17番:定林寺

秩父札所のおこりは文暦元年（1234 鎌倉時代中期）と伝えられています。長享二年(1488 室

町時代中期)には秩父札所番付が実在することから秩父札所が定着していたと考えられます。

ただ当時の札所は三十三カ所で、札所の順番も現在とは異なっていたようです。長野県佐久

市にある石碑から大永五年（1525 室町時代後期）には現札所二番の真福寺も含め秩父三十

四カ所となり、西国三十三、坂東三十三と合わせ日本百観音と数えられてきたようです。 江

戸時代までには四萬部寺を一番として始める現在の番付に改められ、点在する札所を結び江

戸方面からの巡礼がしやすいよう巡礼道が整備されたようです。秩父札所は江戸からも近く

また全ての札所が秩父内（武蔵の国秩父郡）にあり、二十五里ほどで全てを巡ることができ

ることから江戸時代元禄年間には江戸の庶民の秩父巡礼が盛んになりました。ちなみに西国

は一巡約二百五十里、坂東は一巡約三百里で、庶民が巡るにはかなりハードルが高かったと

思います。 江戸巡礼古道を使い秩父三十四札所を巡るウォークの第二回目です、札所７番

の法長寺を出発し札所17番の定林寺あたりをゴールの目標にしますが、帰りの時間を優先

し４時から４時半頃には秩父を出発します。７番から10番の大慈寺までは距離約６Kmで平

坦な街歩きです。10番から11番常楽寺までは約1.5Kmの尾根伝いの遊歩道コースを予定し

ています。その後は街歩きというよりは田舎道歩きですが、こんなところが江戸巡礼古道？

と思うような人家の庭先や狭い路地があったり、結構楽しめます。

・コース：法長寺 → 西善寺 → 明智寺 → 大慈寺 → 常楽寺 → 野坂寺→ 慈眼寺→ 今宮坊

→少林寺→西光寺→定林寺

トイレは各札所とコース上にいくつかあります。昼食場所は未定です、ゴールの札所は進行

状況により前後します。

・距 離：約12km

・集 合：平田家住宅前駐車場7：00 甲府駅北口7：50 道の駅花かげの郷まきおか8：30

・解 散：道の駅花かげの郷まきおか18：20頃 甲府駅北口19：00頃 平田家住宅前20：

00頃

・参加費：会員500円 一般1,000円 バス代 会員5,000円 一般5,500円（バス代は参加

者数等により増減の可能性があります）

・持ち物：弁当、飲み物、雨具、ウオーキングダイアリー（会員のみ）、保険証等

・担当者：大嶋俊壽（080-2044-4766）
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・その他：新型コロナウィルスの感染状況によっては再延期、中止の可能性もあります、ご承

知おきください。

・申込み：「バス乗車地」と「携帯番号」を添えて以下に申し込んでください。

   多賀純夫 Mail: taga-ya@pairhat.jp Fax: 0551-32-6877

■8月 28日(日) ※棒道ウオーク ～東静歩こう会の方々と歩きましょう～

静岡県三島に事務局を構える「東静歩こう会」の方々が八ヶ岳山麓に涼みに（？）来ます。

先日担当の方々が下見に来られ、多賀がご案内致しました。落葉松の林の中を涼しい涼しい

と言って歩いてくれました♪ ８月の東静歩こう会の正式なバスウオーク行事として40名

ほどで来県されます。「八ヶ岳の方々と一緒に歩きたい」と先方から言って下さったので、会

報に掲載させていただきました。他会の主催なので押印はありませんが無料です。一人でも

多くの方のご参加をいただき、歓迎の意を表したいと思いますので、よろしくご参加のほど、

お願い申し上げます。

・距 離：12ｋｍ

・集 合：三分一湧水会館 9：30

・解 散：三分一湧水会館 15：00

・参加費：無料

・持ち物：お弁当 飲み物、雨具

・担当者：多賀純夫（090-8857-2864）

なお、バスで来県されますのでスタート時間が多少ずれるかもしれません。「道の駅こぶちさ

わ」で弁当タイムの予定ですが、「火の見やぐら跡地」で軽食(行動食)を取る場合もあります。

皆様も弁当以外に行動食等のご用意をお願いします。

■8月29日(月) 鏝絵巡りシリーズ（第9回） 富士見町立沢の鏝絵

------------------------------------------------------------------------------------

【2022年 9月の行事詳細】

■9月2日(金) 吐竜の滝ウォーク

■9月7日(水) 月例会 韮崎市民交流センター(ニコリ) 2階第9会議室 10：00

■9月 12日(月) 信州佐久コスモス街道及びピンコロ地蔵ウォーク

初秋の信州佐久は、千曲川の川面より爽やかな風が、心地よい汗を流してくれます。また、

綺麗に咲いているコスモスの花は、優しく迎えてくれます。

古くは、旧中山道と旧佐久甲州街道が交わる宿場町として栄えました。今でも、昔の宿場町

の面影が色濃く残しています。また、上野国の富岡につながる富岡街道は、佐久市内の街道

では、時季に入ると９KMにわたってコスモスの花が咲き乱れます。地元では、コスモス街道

と呼んでいます。信州佐久は、健康長寿まちとして知られています。地蔵長寿として有名な

ピンコロ地蔵さんにお参りして、ぴんぴん（健康で長生きし）ころり（寝込まず楽に大往生

する）、お願いことが聞き入れてもらえそうです。
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コースにおいては、アップダウンが少ないコースになっています。列の間隔が開かないよう

に、歩行ペースに注意していきます。また、佐久盆地であるためかまだ暑い日が予想されま

す。水分補給及び休憩時間を通常より多く取りながらのウォーキングにしていきます。

・コース：中込駅(トイレ) → コスモス街道 → ピンコロ地蔵(昼食・トイレ) → 旧中込学校

(トイレ) → 中込駅(トイレ)

・距 離：約13ｋｍ

・集 合：JR小海線中込駅前 9：30

   中央本線・下り塩山駅6：22 → 甲府駅6：41・甲府駅6：46 → 穴山駅7：07 →

小淵沢駅7：25

小海線 小淵沢駅7：45 → 中込駅9：24

・解 散 中込駅前 15：00

小海線 中込駅15：36 → 小淵沢駅17：33

中央本線・上り 小淵沢駅17：39 → 穴山駅17：56 → 甲府駅18：18 → 塩山駅

18：43

・参加費：会員300円 一般500円

・持ち物：お弁当・飲み物・雨具・ウォーキングダイアリー（会員のみ）・マスク・保険証・そ

の他

・担当者：田中哲夫(090-4927-5044) 村松光比古（090-6526-6737）

・その他：秋のＪＲダイヤ改正前の時刻です。時刻が変更になっていましたら、ホームページ

にてお知らせします。ホームページを見れない方は、お手数ですが担当迄に問合せて下さい。

■9月16日(金) ぶらり中山道バスウォーク

■9月19日(月) 谷村路を往く(第2回)

■9月26日(月) 日本三大堰・徳島堰を巡るみち(第１回)


